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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

 現在、国土交通省では、日本橋地

区都市再生事業の一環として、銀座

線三越前駅地下躯体と周辺民間施設

との間に、新たに地下歩道を構築し

歩道を一体化することで、活力あふ

れる道づくりを目指している（図-1
及び 2）。この事業の中で図-1に示す
部分については、施工後 70年以上も
経過した歴史ある地下鉄構造物（昭和７年竣工）に対して

延長約 120mにわたって躯体側壁を撤去する前例に無い工
事を行っている。本報文では、この大規模な既設躯体側壁

撤去に際して克服した技術課題とその施工実績について報

告する。 
２．銀座線の構造２．銀座線の構造２．銀座線の構造２．銀座線の構造    ----    鉄骨框構造鉄骨框構造鉄骨框構造鉄骨框構造    ––––        
 銀座線三越前駅地下躯体は、約 4.5ｍ間隔に配置された

鉄骨框によって RC 床版が支持された鉄骨框構造形式であ

る（写真－1）。当時の設計資料は、設計図面と応力図のみ

であり、設計時の荷重や解析手法等の情報は皆無であった。 

３．３．３．３．    躯体拡幅における技術課題と対策躯体拡幅における技術課題と対策躯体拡幅における技術課題と対策躯体拡幅における技術課題と対策    

a)a)a)a)開口補強方法開口補強方法開口補強方法開口補強方法 

側壁撤去に伴い、上床版が４辺で固定された状態から３

辺での支持状態に変化する。そこで、限られた情報を基に

躯体の安定性を検証した結果、開口部無補強では常時でも

安定性を確保できないことから、框間の補強が必要である

ことが分かった。また、地震時を想定した場合、側壁の撤

去に伴い、框間での拘束効果(座屈低減効果)が期待できな

くなるため、ブレース効果を期待した框間梁と框柱の補強

も必要となることが分かった。開口補強方法としては、当

該工区はコンコースに接しており、階下直近には営業線も

あるため、迅速かつ安全な補強を行う必要がある。そこで、

框柱にはプレキャスト化された厚さ 6mm の鋼板、框間梁に

は H型鋼（H-300）を設置し、スタッドジベル及び高流動モ

ルタル充填により、框柱及び框間梁を強固に一体化させる

開口補強対策（図-3）を施すこととした。 
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図-1.施工範囲平面 

図-2.施工断面 
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図-3.鋼板補強対策 
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b)b)b)b)拡幅施工手順拡幅施工手順拡幅施工手順拡幅施工手順    

 側壁撤去と開口補強による拡幅施工手順を図-4 に示す。施工にあたっては、情報量の少ない歴史ある構造

物であり、補強が完了するまでは一時的に不安定になることから、框間中央の変位計測及び鉄骨框の作用軸力

計測による躯体挙動の監視を行いながら、ワイヤーソー工法を用いた側壁の段階的な撤去（STEP①③：柱周り

と中央部の３分割）と補強（STEP②④）を行うこととした。 

４．計測管理と施工手順の改善４．計測管理と施工手順の改善４．計測管理と施工手順の改善４．計測管理と施工手順の改善    

 拡幅施工に伴う既設躯体挙動について、鉄骨框への作用軸力による計測管理結果を図-5 に示す。当初計画

手順では、STEP①框柱脇の撤去から STEP②框柱補強にかけて大きな変化は見られず、STEP③框間側壁撤去に

よって約 8ｔfの軸力増加、STEP④框間梁補強により約 5ｔf の計 13tf 程度の荷重増加が確認された。設計で

は 20ｔｆ程度の軸力増加が見込まれており、実際は約 7 割程度の荷重増加で収まった。また、框間中央の変

位量からも框間にも残留応力が発生することが確認された。当然、躯体には極力残留応力が発生しない施工方

法が望まれることから、側壁中央部撤去前に、強力サポートによる支保工の設置を行うとともに、補強梁設置

後は既設躯体をジャッキアップした上で高流動モルタルを充填する改善策を実施した（図-4 右段）。その結果、

図-5 に示すように STEP③’では側壁撤去後の軸力の増加は約 4ｔf となり、STEP④’補強梁設置時のジャッキア
ップで残留応力を抑制することが出来た。以上から、

側壁撤去時の梁下支保工の設置、並びに框間補強梁

設置時の変位制御ジャッキアップの有効性が確認

できた。 

５．おわりに５．おわりに５．おわりに５．おわりに    

 延長約120ｍにも及ぶ歴史ある地下構造物の側壁 

撤去工事に対し、情報化施工による施工法の改善を 

重ねることで合理的な施工を行うことが出来た。 

今回の施工にあたり、国土交通省関東地方整備局 

東京国道事務所、東京地下鉄㈱、三井不動産㈱の関 

係諸氏から多大なるご支援・ご指導を頂いたことに 

感謝の意を表する。 
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図-4.拡幅施工手順（側壁撤去及び開口補強）

図-5.框柱軸力計測結果 
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